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Abstract　 Objectives：To　investigate　causes 　of　matemal 　ir“u 【y　aiid 　reView 　the　literature　on 　pregnancy −

rel。t，d　d。a血 （PRD ， ［WHO ］）  d　preg・an・y一翻 ・i・ted・d・a血 （PAD ，［CDC ］）w ・・ldwid・・

　Methods ：We 　investigated　medical 　records 　of 　80　cases （1985− 1999）of　maternal 　h中皿y　a皿d　reviewed 　the

hte臓 ture　worldwide ．

　Results：53／80 （66％）cases 　invoived　motor 　vehicle 　irriury　with 　f烈給，　attempted 　suicide ，　domestic　vio −

1，nce
，
。dve，，e　dmg ・ffect・

，
　and ・elf・ini・・y ・as ・th ・・ causes ．　Ob ・t・tri・・c・皿 plicati・… cc ・rr・d 主・ 21（26％）

・ases
，
　and 　in・1・ded ・b 皿 pti・ P1・c ・nt・

，
・b・ni・ n ，　P・et・  d・1i・・ry，・・nd ・fi・t・1　 d・ ath ・M εmy 　n ・n−m ・t・mal

deaths　were 　inciuded　in　both 　PRD 　a皿d　PAD 　surveys ．

　Gonclusion：The　m 翔or主ty　of　matem 烈 蝋judes　were 【notor 　vehicle 蝋juries．　Seat　belt　laws 　fbr　pregna皿t

WOmen 　are 　neCeSSary ．

Key　words ；Trauma ・Pregnancy−related 　death・Pregnancy−assoc 凱ted　death・MotOr 　vehic ］e　iqjury・

　 　 　 　 　 Seat　belt

　　　　　　　　　緒 　　言

　妊娠 中の 外傷の頻度は妊婦 の 6〜7％ とされ ， 諸

外 国で は転倒 ・転落， 交通事故 ， 家庭内暴力等が

主たる原因 と されて きだ
｝
．外傷 の 原 因や 頻度 は

国や地域 に よ っ て異なるはずの もの で あるが ， 本

邦に はそ もそ も， 妊婦の 外傷全般 をまとまっ た症

例数で 検討 した報告は存在 して い ない ． したが っ

て 本邦 における実態は 今なお よ くわか っ て い な

い ．

　．．．一
方1990年， WHO 総会 で ICD −10が採択 され ，

外傷を含むあ らゆ る原因に よる妊産婦の 死亡 を包

括する 「妊娠 関連死亡 （Pregnancy−related 　death）」

とい う指標が新 たに公表され t」2｝一一s｝
．以来 10年，主

要先進各 国で は こ の 妊娠関連死亡 に関す る論文が

次々 と発 表されて きたが ， 本邦で の 報告 はみ られ

ない ．そ して ， 妊産婦の 年 間交通事故死 亡者数 ，

あ る い は阪神淡路大震災 （1995年）における妖産婦

の 犠牲者の 数， とい っ た妊産婦の 外因死に関す る

公式統計は今なお本邦には存在 しない ．

　本稿の 目的は ， 沖縄県立中部病院産婦人科で 経

験 した 妊婦の 外傷症例の 検討を通 じて ， 本邦 にお

け る 同症例 の 基礎的臨床デ ー タを提示 す る と共

に，妊娠関連死亡等に関する主要先進 国の 報告の

概要を紹介する こ とで ある．

　　　　　　　 対象および方法

　対象は 1985年 1 月〜1999年12月 に 当院 へ 入 院

した妊産婦 の うち，ICD − 10傷病分類
7）
第 19章 「損

傷 ， 中毒およびその 他の外因の 影響 （SOO−T98）」お

よび第20章 「傷病お よび死亡 の 外因（VOI−Y98）」に

分類 され る計80例で ， 本稿で は当分類該当症例 を
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表 2　 1SSと産科的合併症

ISS 響 瓣 ，。 。裂

産科 的合 併症 の 内訳 （の べ 症例数 ）

鞴驟 胎 児死亡 切迫流糶 灘
　 〜5　 　 69

6’−IO　　　 2

11−−20　　　 3

21〜　　　　　6

3233 0001 2102 l101 3000 4102

合 計　　　80 21 1 5 3 3 7

外傷症例 と総称 した．今回は これ らの 診療録を後

方視 的に検討し ， 外傷の 原因 ， 種類 ， 珂 Uly 　sever −

ity　score （ISS）
6）

， そ して 臨床所見を集計する と共

に ， 産科的合併症の 検討を行っ た．

　　　　　　　　 成　　績

　受傷 者80例の 年齢 は26．2 ± 6．4歳 （Mean ± S．D ．以

下 同じ）， 未婚者19例，既婚者61例 だ っ た．妊娠 回

数 は1，7± 1．9回 ， 妊娠週数は24．5 ± 9．6週，受傷後当

院を受診 して初め て妊娠が 判明 した者が 9例あ っ

た．

　受傷の 原因は交通事故53例（四輪車51例 ，
二 輪車

2例）， 転倒
・転落 9 例 ， 薬物障害 5 例 ， 自殺未遂

4例 ， 鈍的暴力 4 例 （家庭内暴力 3例，第三者の 暴

力 1 例）， 自傷行為 2例 ， その 他 3 例で あっ た．交

通事故の うち シ ー トベ ル ト装着者 は 7 例（13％）

で ， 転倒
・
転落の うち 4 例 （44％）は飲酒 して い た．

　全80症例の 母体損傷の 種類は打撲傷60例 ， 骨折

29例 ， 皮膚裂傷 20例，頸椎挫傷 5例，薬物有害作

用 （ア ン ピ シ リン ＆ リ ン 酸 コ デ イン ， 含糖酸化鉄 ，

塩酸セ フ カ ペ ン ピ ボキ シ ル
， 塩酸 リ トドリ ン）が 4

例 ， 脊髄損傷と薬物中毒（フ ェ ニ トイ ン ＆ フ ェ ノ バ

ル ビ タール
， ア ル プ ラ ゾラ ム ＆塩酸 ミ ア ン セ リン

＆ ク ロ ナゼ パ ム ，プ ロ ム ワ レ リル 尿素 ＋ ア リ ル イ

ソ プ ロ ピ ル ア セ チル 尿素 ＋ 塩酸 ジ フ ェ ン ヒ ドラ ミ

ン合剤）が各 3 例洫 気胸
・
脾臓破裂 ・後腹膜血腫

が ts　2 例な ど（以 上 の べ 症例数）だ っ た．なお ， 来

院時出血性 シ ョ ッ ク の 症例は 5 例，意識消失症例

は 9 例 ，
ICU 入院例は 6 例で あ っ た．

　 産科的合併症発症例 （表 1 ）は 21例（26％）で ， 原

因は交通事故が 15例（71％）， 自殺未遂 と薬物有害

作用 が 各 2 例 ， 転倒 と 咳嗽重積発作 が 各 1例 で

あ っ た．

　産科的合併症 の 内訳は常位胎盤早期剥離
・早産

が各 5 例 ， 胎児仮死が 4例 ， 前期破水 ・胎児死亡

が各 3例 ， 切追早産が 2 例 ， そ して 切迫流産 ・自

然流産
・子宮破 裂 ・子宮裂傷 ・受傷直後の 陣痛発

来⇒ 正期産が各 1例（以 上 の べ 症例数）で ，
こ の 他

に放射線大量被曝や外傷 自体 に よる妊娠継続 困難

化に起因する人工 妊娠 中絶 も 6 例 に の ぼ っ た．

　次に外傷の 重症度を表す Isss｝で は （表 2）， 全80

例の うち O〜5点が 69名，
6 〜10点が 2 名 ，

11〜20

点が 3 名，
21点以 上 6 名で

， 平均4．2点だ っ た．産

科的合併症症例で は ， 0〜5 点 13名， 6 〜10点 2名，

11〜20点 3名 ， 21点以上 3 名で ， 平均9．1点だ っ た．

　後遺症 として は ， 逆行性健忘 3 例 ， 下半 身麻痺

・歩行障害が 2 例 ， そ して左手運動障害
・不可逆

性重度脳傷害 ・複視
・左 半身麻痺 ・骨接合部癒合

不全 ・頸部痛な どが各 1例み られ た．

　　　　　　　　　考　　案

　米国では妊婦の 外傷は ， 交通事故43〜68％ ， 家

庭内暴力 （打撲傷 ， 銃創 ， 刺創）20〜31％ ， そ して

転倒
・転落 10〜25％ の 割合 とされ

P
， 近年は特 に

家庭 内暴力が深刻な社会問題 と化 して い る．

　今回 の 検討で 本邦で も交通 事故が 多 くを占め る

こ とが 判明 した．家庭 内暴力は3．8％ （3 例／80例）

と米国の 数分の 1 で ある
一
方，自殺未遂 と自傷行

為の 合計は7．5％ に及んだ．転倒 ・転落は受傷原 因

の 11．3％で ， 飲酒時の もの が多 か っ た．受傷機転 で

は鈍的打撲が 大多数 を占め
， 切創は3％ ， 銃創 は皆

無 で ある
一
方 ， 薬物障害が 9％ を占めて い た ．産科

的合併症は ISS　5点以下で の 発症が 62％ を占め て

い た．

　 さて ， 世界の 先進国における生殖可能年齢女性

（16〜45歳）の 死因の 第 1位 は外 因死 （不慮の 事故 ，
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表 3　妊娠関連死亡（WHO ）の 報告
一

覧

者

　
年

告

域

告

報

地

報

　 Fildes2〕

Cook　Coロ nty

　 （1992）

H6gberg帥　 Gissler4）　 Jacob5）
Sweden　　Finland　　Utah　 合計
（1994）　　　　（1997）　　　（1998）

（1）妊 産婦 死亡 （Maternal　death）
　 a，直接 産科 的死亡

　 b，間接産科 的死 亡

（2）非 妊産婦死亡 （Non・matema1 　death）＃

　 a．外因死

　 b．外 因死 以 外

nO

ウ一
−

1

4142

6232

4凸

2

452

尸
D

』疋
22

35　 　　 113

14　 　　 53

03ユ 3085

　　　　　　合計　　　　　　　　　　　 95　　　　　64　　　　78
＃死 因が 妊娠 に無関係 と判 断 された，妊娠中又 は妊娠 終了後満 42 日未満の 女性 の 死亡

62　　　299

表 4　Pregnancy−associated 　deatl1（CDC ）の 報告
一

覧

報告 者

地域

報告年

　 Dye9）　　　　 Harperlo＞
West　Verginia　North 　Carolina

　 （1992）　　　　　　　（1997）

Gisslert） Jocumsl⊥）
Finland 　 Tennessee　合計
（1997）　　　（1998）

（1）妊産婦死 亡 （Maternal　death）

　 a．直接産 科的死亡

　 b．間接 産科 的死 亡

（2＞非妊産婦死 亡 （Nen −maternal 　death）＃

　 a．外因死

　 b．外因死 以 外

331

2121

40

り

41

27ρ
03

侃り

62

15495

4811

1663

760り
4

299179

合計　　　　　　　　　　　49 162　　　　　 281 129　　　 621
＃死 因が妊娠 に無関係 と判 断 され た，妊娠 中又 は妊 娠終了後満 365日未 満の 女性 の死 亡

自殺 ， 他殺等の 合計）で ある
2〕　’［）｝

．一一
方 WHO は「妊

産婦死亡 （Matema ユdeath）」の 統計 の 定義を 「妊娠

中又 は妊娠終 了後満42H 未満の 女性の 死 亡で ，妊

娠 もし くは その 管理 に関連 した又 はそれ らに よっ

て悪化 した全て の 原因に よ る もの をい う．た だし

不慮又は偶発の 原因に よる もの を除く」と して外

因死 を除外して きた
7）
．こ の よ うな状況下

， 過去半

世紀間に妊産婦死亡率が激減 し， 近年は妊産婦死

亡率が生殖可能年齢女性 の 外 因死率 を
一
ド回る に

至 っ た
B｝
．そ して 総死亡数で み れ ば ， 妊婦の 死因の

第 1位 も非妊婦 と同様 ， 外因死で ある との 報告が

近年相次 い で行わ れるように なっ た
2）　「，）

．

　こ うしたなか で WHO は 1990年 ，
　ICD −10の採択

を機に 「妊娠関連死亡 （Pregnancy −related 　death）」
とい う新 たな指標を公表 しだ

ト 5）
．こ れは 「死 亡の

原因如何 にかか わ らず， 妊娠中又 は妊娠終了後満

42 日未満の 女性の 死亡 をい う」と定義 されて い る．

　以来10年，主 要先進各国で は こ の 妊娠関連死亡

の 実態が調査 ・報告 されて きた （表 3 ）。なお 「妊

産婦死亡 （Matemal 　death）」の 用語の 定義が
， 前述

の ご と く妊娠に関連 した原因 によ る死亡 とされ て

い る ため ， 妊娠と は 無関係の 原 因に よる妊産婦の

死亡 （不慮の事故，自殺 ， 急性感染症 ， 悪性腫瘍 な

ど）は ， 表中で は「非妊産婦死亡 （Non −maternel 　de−

ath ）」とい う言葉で 表現 した．

　各報告 の 合計症例数 をみ る と
， 妊産婦死 亡 166

例 （直接 産科的死 亡 ll3例， 間接産科的死 亡53例）

の 他 に計 133例の 非妊産婦死亡が存在 して い た．こ

の うち83例が外因死 で
， うち19例 は 自殺で あ っ た．

ち なみ に 妊 産婦死 亡 と 外 因 死 の 割 合 は 2 ：1 と

な っ た，

　さらに 米国で は ， CDC （Centers　for　Disease　Con−

trol　and 　Prevention ；ア メ リカ国 立疾 病防疫 セ ン

タ ー
）が 「Pregnancy −associated 　death」とい う指標

を採択 して い る
9ト 11〕

．こ れ は WHO の 基準か らさ

らに期間 を拡大 した もの で ， 「死 亡 の 原因如何にか
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か わ らず ， 妊娠中又は妊娠終了後満365日未満の女

性 の 死亡 をい う」 と定義 して い る．

　その 主要な報告の 概要を表 4 に まとめ た．各文

献 の 合計症例数をみる と ， 妊産婦 死亡例計143例

（直接産科的死亡97例 ， 間接産科的死亡46例）に対

し， 非妊産婦死亡 は 3 倍以 上の 計 478例に達して い

た．こ の うち外因死は 299例と妊産婦死亡の 2 倍以

上 を示 し ， その なかで 自殺は93例 を占め て い た．

　 で は本邦 はどうだ ろ うか ？　残念なが らこれ ら

の 指標の 調査報告は ， 今回渉猟しえた限 りで は見

出せ なか っ た．しか し現行の 制度下 で も政府側の

協力があれば，上記指標 の 試算は不正確なが らで

きない わけで もない ．すなわち  ある年に全国で

出生届
・死産届を届け出た妊産婦計約 123万人

7）
の

うち ，   翌年末まで に本人 自身の 死亡届が提 出さ

れ た者全員を抽出 し，   その なか で妊娠終了〜死

亡 の 期 間が42 日（妊 娠 関 連死 亡）又 は365日（Pre−

gnancy−associated 　death）未満の 者を同定し，  従

来の 妊産婦死亡統計 と合計する の で ある．

　 さて 先進諸国で は， 妊婦が 自動車に搭乗する際

は ， 事故の 際に シ
ー トベ ル トに よる子宮 へ の 圧迫

を避けつ つ 母体を守るため の
， 妊婦独特 の 装着方

法が広 く
一

般市民に 広報され 認知 されて い る．す

なわ ち肩ベ ル トは両乳房の 間 を経 て 側腹部 に通

し，腰ベ ル トは両側 前上 腸骨棘を通 っ て恥骨 結合

前 に位置させ る こ とで，妊娠子宮の 膨 らみ を上下

に避ける の で ある
8）1
’
z）
． しか し本邦 で は，道路交通

法施行令に よ り妊婦 の ベ ル トの 装着 自体を免除し

て い る関係上
S｝

， 政府関係諸機関は こ の 方法の 国

民へ の 教育
・普及活動を全 く行 っ て い な い ．

　　しか し本邦の 妊 産婦死亡 率（6．3／10万
7｝

）は すで

に生殖可能年齢女性の 外因死率 （14．3／iO万
7〕

）を遥

か に下 回 っ て お り，妊産婦死 亡統計の 対象外で あ

る妊産婦の 外因死 は ， すで に相対的 に大 きな割合

を占め て い る もの と推定 され る
S｝
．さ らに今回 の

検討で ， 本邦で も妊婦の 外傷 の 大半を交通事故が

占め る こ とが判明 した以上 ， 妊婦の シー トベ ル ト

1639

装着にむ けて道路交通法施行令を改正す る こ と

は ， 単なる交通安全運動の レベ ル で はな く，わが

国に お ける 妊娠 関連死亡 あ る い は Pregnancy 　as −

sociated 　death の 削減 とい う見地 か ら も不可欠で

は なか ろ うか．

　　　　　　　　　 文　　献

　 1．Connotly　AM
，
　Kate　VL

，
　B αsゐ KL ，　MeMahon 　MJ ，

　　 Hansen 　WF ．　 Ttrauma 　and 　pregnancy．　Ani　J　Peri・

　 　 natol 　1997；14 ：331− 336

　 2．FilCles　」
，
　R θθct　L

，
　Jones　N ，忽 翩 珈 M ，　Barett　J ・

　　 Trauma ：The 　leading　cause 　of　matemal 　death．　J

　 　 Trauma 　1992 ；32 ：643− 645

　 3．Hb
’
gberσ U ，∬nnala 　E

，
　 SandsM 伽 A ・Maternaユ

　　 mortality 　in　Sweden ，1980
− 1988．　Obstet　Gynecol

　 　　1994 ；84：240− 244

　 4．（
’risster　M ，　Kauppitα　R

，
梛 爾 ‘勧漉   」，　ToukOmaa

　　 H ，H ／e ，nminki 　E ．　 P「egtiancy −associated 　deaths　in

　　 Finland　 1987 − 1994−defmition　 problems 　 and

　　 benefits　of　record 　linkage．　Acta　Obstet　Gynecol

　 　　Scand 　1997 ｝76：651− 657

　 5。」α co わ S，　B ‘o θδ照 皿 ゐ，
　Shαh　G

，
　Vαrner 　MW ・Ma −

　　　temal　morta 亅ity　in　Utah．　Obstett　Gynecol　1998 ；

　 　 　 91 ：187− 191

　 6．Baker 　SP，0りV覦 ‘B
，
　Haddon 　W ，　Long 　WB ．　 The

　　　iRiu匸y　severity 　score ：　A 　method 　for　describing　pa−

　　　tients　With　multiple 　injuries　and 　evaluating 　emer −

　　　gency　care．　J　Trauma 　1974 ；14 ：187
− 196

　 7，国民 衛 生の 動的．東京 ：厚生統計協会　1999 ；46 ：

　　　41
，
58− 59

，
406− 407，495− 500

　 8．村 尾 　寛，金城 国仁 ， 上村　哲，高橋慶行 ， 宮

　　　貴子．妊婦の 交通外傷43例の 臨床的検討．日産婦

　 　　 詫志　　1999；51 ：293−− 297

　 9．Dv．　e　Tl），
　Gonton 　H ，　Hetd 　B，　Tozaiver　NJ ，　Hotmes

　　　AP ．　Retrospective　matemal 　mortality 　case 　ascer
−

　　　 tainment 　in　West　Virginia
，
1985　to　1989．　Am 　J　Ob −

　 　　 stet 　Gyneco11992 ；167：72− 76

　 10。H αηper　M ，
　P α rsons 　L．　 Maternal　deaths　due　to

　 　　 homicide　and 　 other 　i司uries 　in　North　Carolina ：

　　　 1992−−1994．Obstet　Gynecol　1997；90 ： 92卜 923

　 11．Jo  祝 5　SB ，βθγg 似 翫 ‘皿 απ 甜 躍 伽 酬 EFJ ア・

　　　 Postdelive【y　mortality 　in　Tennessee　1989−1991，

　　　 0bstet　Gynecol　1998 ；91 ：766− 770

　 12．若槻明彦．外傷．村 田 雄二 編　合併症妊娠　大

　　　 阪 ：メ デ ィ カ出版 ，
1993 ；383

− 397

　　　 （No ．8119　平 12 ・3 ・27受付，平 12 ・7 ・24採用）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


